
○ 令和元年度決算（エネルギー対策特別会計 エネルギー需給勘定） 

 

・歳入歳出決算の概要 

（単位：百万円） 

歳 入 歳 出 

一 般 会 計 よ り 受 入 683,208 燃 料 安 定 供 給 対 策 費 181,433 

石 油 証 券 及 借 入 金 収 入 1,402,741 エネルギー需給構造高度化 

対 策 費 

303,116 

 備 蓄 石 油 売 払 代 11,093 

雑 収 入 

 

72,925 独立行政法人／国立研究開発 

法人運営費・出資・船舶建造費 

230,055 

前 年 度 剰 余 金 受 入 

 

337,584 事 務 取 扱 費 4,526 

諸 支 出 金 2 

融 通 証 券 等 事 務 取 扱 費 

一 般 会 計 へ 繰 入 

0 

国立研究開発法人新エネルギ

ー・産業技術総合開発機構 

納 付 金 収 入 

 

343 

  国債整理基金特別会計へ 

繰 入 

1,431,671 

予 備 費 － 

合 計 2,507,896 合 計 2,150,804 

※１ 百万円未満切り捨てのため、合計が一致しないことがある。 

２ 百万円未満の計数がある場合には「0」で表示し、該当計数がない場合は「-」

で表示している。 

 

・一般会計からの繰入金の額及び当該繰入金の額が予算に計上した額と異なる場合に

あってはその理由 

（一般会計からの繰入金の実績額） ・・・・・・・・・・６８３，２０８百万円 

（予算に計上した繰入金の額） ・・・・・・・・・・・・６８３，２０８百万円 

 

・借入金等（借入金並びに公債及び証券の発行収入金）の額及び借入金等の額が予算

に計上した額と異なる場合にあってはその理由 

（借入金等の額） ・・・・・・・・・・・・・・・・１，４０２，７４１百万円 

（予算に計上した借入金等の額） ・・・・・・・・・１，４４３，９００百万円 

（相違した理由） 

石油証券の発行が予定より少なかったこと等のため。 

 

 



 

 

 

・歳入歳出の決算上の剰余金の額、当該剰余金が生じた理由及び当該剰余金の処理の

方法 

（剰余金の額） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３５７，０９２百万円 

（剰余金が生じた理由） 

歳入予算を上回る収納済歳入額及び歳出予算のうち当年度支出しなかった部分

（翌年度繰越額、歳出不用額）があったため。 

（剰余金の処理の方法） 

特別会計に関する法律第８条第２項の規定により、令和２年度特別会計予算予算

総則第１２条第１項に定める金額７２千円を令和２年度の一般会計歳入に繰り入

れることとし、残額は、同法第８条第１項の規定により、令和２年度以降のエネル

ギー対策特別会計エネルギー需給勘定の財源として活用される。 

 

（剰余金と一般会計からの繰入れの関係） 

エネルギー対策特別会計エネルギー需給勘定においては、特別会計に関する法律

第９０条の規定に基づき、石油石炭税収を一度一般会計に繰り入れた上で、同法第

８条第１項の規定に基づき翌年度の歳入に繰り入れられる剰余金その他の歳入の

見込額（一般会計からの繰入金を除く。）の状況と事業の経費に照らし必要な金額

を、「予算で定めるところにより」、エネルギー需給勘定に繰り入れることとされ

ている。その結果として、剰余金の見合いの額について歳入予算における一般会計

からの繰入額が減少することとなり、一般会計の歳出圧縮に貢献している（剰余金

から一般会計への繰入れを行った場合と同様の効果となる）。 

 

・その他特別会計において経理されている事務及び事業の内容に照らし必要と認める

事項 

（省庁別決算額） 

 経済産業省分決算額 

歳入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，２５６，７０１百万円 

歳出・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，０１５，６８２百万円 

 環境省分決算額 

歳入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５１，１９５百万円 

歳出・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３５，１２２百万円 

 



○ 令和元年度決算（エネルギー対策特別会計 電源開発促進勘定） 

 

・歳入歳出決算の概要 

（単位：百万円） 

歳 入 歳 出 

一 般 会 計 よ り 受 入 317,863 電 源 立 地 対 策 費 157,508 

周辺地域整備資金より受入 154 電 源 利 用 対 策 費 14,493 

  原 子 力 安 全 規 制 対 策 費 27,740 

国立研究開発法人運営費 

・ 施 設 整 備 費 

93,876 

 

雑 収 入 3,605 事 務 取 扱 費 23,981 

前 年 度 剰 余 金 受 入 

 

46,101 諸 支 出 金 0 

予 備 費 － 

合 計 367,725 合 計 317,600 

※１ 百万円未満切り捨てのため、合計が一致しないことがある。 

２ 百万円未満の計数がある場合には「0」で表示し、該当計数がない場合は「-」

で表示している。 

 

・一般会計からの繰入金の額及び当該繰入金の額が予算に計上した額と異なる場合に

あってはその理由 

（一般会計からの繰入金の実績額） ・・・・・・・・・・３１７，８６３百万円 

（予算に計上した繰入金の額） ・・・・・・・・・・・・３１７，８６３百万円 

 

・歳入歳出の決算上の剰余金の額、当該剰余金が生じた理由及び当該剰余金の処理の

方法 

（剰余金の額） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０，１２４百万円 

（剰余金が生じた理由） 

歳入予算を上回る収納済歳入額及び歳出予算のうち当年度支出しなかった部分

（翌年度繰越額、歳出不用額）があったため。 

（剰余金の処理の方法） 

特別会計に関する法律第８条第１項の規定により、令和２年度以降のエネルギー

対策特別会計電源開発促進勘定の財源として活用される。 

（剰余金と一般会計からの繰入れの関係） 

エネルギー対策特別会計電源開発促進勘定においては、特別会計に関する法律第

９１条に基づき、電源開発促進税収を一度一般会計に繰り入れた上で、同法第８条

第１項に基づき翌年度の歳入に繰り入れられる剰余金その他の歳入の見込額（一般

会計からの繰入金を除く。）の状況と事業の経費に照らし必要な金額を、「予算で

定めるところにより」、電源開発促進勘定に繰り入れることとされている。その結

果として、剰余金の見合いの額について歳入予算における一般会計からの繰入額が



減少することとなり、一般会計の歳出圧縮に貢献している（剰余金から一般会計へ

の繰入れを行った場合と同様の効果となる）。 

 

・令和元年度末における資金の残高 

（資金の残高（令和２年４月３０日）） ・・・・・・・・１２５百万円 

（資金の目的） 

特別会計に関する法律第９２条第１項の規定により周辺地域整備資金を置き、電

源立地の進展に伴い、将来発生する電源立地地域対策交付金その他の発電の用に供

する施設の設置及び運転の円滑化に資するための財政上の措置に要する費用を確

保することとしている。 

（資金の水準） 

周辺地域整備資金については、令和２年度予算において約１億円を取り崩すこと

としている 

 

・その他特別会計において経理されている事務及び事業の内容に照らし必要と認める

事項 

（省庁別決算額） 

 内閣府分決算額 

  歳入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０，５５８百万円 

  歳出・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３，９４３百万円 

 文部科学省分決算額 

  歳入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０９，８９０百万円 

  歳出・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０９，０２３百万円 

 経済産業省分決算額 

   歳入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８１，６５６百万円 

   歳出・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５６，４４１百万円 

 環境省分決算額 

   歳入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５５，６１９百万円 

   歳出・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３８，１９２百万円 

 



○ 令和元年度決算（エネルギー対策特別会計 原子力損害賠償支援勘定） 

 

・歳入歳出決算の概要 

（単位：百万円） 

歳 入 歳 出 

原子力損害賠償支援資金 

よ り 受 入 

－ 

 

事 務 取 扱 費 0 

国債整理基金特別会計へ 

繰 入 

7,908,229 

 原子力損害賠償支援証券 

及 借 入 金 収 入 

7,682,223 

 

原子力損害賠償・廃炉等 

支 援 機 構 納 付 金 収 入 

257,256 

 

雑 収 入 3 

前 年 度 剰 余 金 受 入 71,984 

合 計 8,011,468 合 計 7,980,230 

※１ 百万円未満切り捨てのため、合計が一致しないことがある。 

２ 百万円未満の計数がある場合には「0」で表示し、該当計数がない場合は「-」

で表示している。 

 

・借入金等（借入金並びに公債及び証券の発行収入金）の額及び借入金等の額が予算

に計上した額と異なる場合にあってはその理由 

（借入金等の額） ・・・・・・・・・・・・・・・・７，６８２，２２３百万円 

（予算に計上した借入金等の額） ・・・・・・・・１２，０１４，１００百万円 

（相違した理由） 

国債の償還に係る借入金が予定より少なかったこと等のため。 

 

・歳入歳出の決算上の剰余金の額、当該剰余金が生じた理由及び当該剰余金の処理の

方法 

（剰余金の額） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０３，２３８百万円 

（剰余金が生じた理由） 

歳出予算のうち国債整理基金特別会計へ繰入が予定より少なかったこと等のた

め。 

（剰余金の処理の方法） 

特別会計に関する法律第８条第１項の規定により、令和２年度以降のエネルギー

対策特別会計原子力損害賠償支援勘定の財源として活用される。 



・令和元年度末における資金の残高 

（資金の残高（令和２年４月３０日）） ・・・・・・・・・５８，２９５百万円 

（資金の目的） 

特別会計に関する法律第９２条の２第１項の規定により原子力損害賠償支援資

金を置き、同法第９１条の３第１項の規定による原子力損害の賠償に係る交付国債

の償還金等の支出に必要な金額の国債整理基金特別会計への繰入を円滑に実施す

るために要する費用を確保することとしている。 

（資金の水準） 

令和２年度予算においては、当該年度の金利負担に要する費用に充てるため、資

金残高のうち約４９億円を取り崩すこととしている。 


